
富士川流域治水協議会の今後の進め方について

○今後は、プロジェクトにもとづく対策の実施状況のフォローアップを行うとともに、情勢の変
化（河川対策、流域対策、ソフト対策の各取り組みの進捗状況や検討状況）等を踏まえ流域治
水プロジェクトに参画する主体や取組内容の追加、見直しを行うことにより、流域治水の充
実・強化を図っていく。

国交省（下水・都市・住宅）
農水省、林野庁、環境省、経産省、気象庁、
文科省 ・・・

関係省庁

支援・助言
要請

必要に応じて
協議会への参画

•流域の特徴を考慮した流域対策のあり方の
共有

•流域治水プロジェクトのフォローアップ
•対策の検討や実施に必要な情報提供、助言
その他援助・調整

•流域全体を網羅した水災害ハザード情報の
共有

など

• 流域治水プロジェクトに位置づけた対策の検討・実施
• 「氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策」「被害対象を減少させるための対策」「被害の軽減・早
期復旧・復興のための対策」に関するさらなる取組内容の検討

• 水災害ハザード情報と暴露情報（土地利用区分・人口動態・重要施設）や脆弱性情報（避難場所・経路
など）を重ねあわせたリスク分析やとるべき具体的な対策や取組の検討 など

各組織

情報提供
・共有

整備局を通じて
•関係省庁関連の流域治水関連の動きの共有
•協議会参画の要請や相談・助言等の窓口紹
介等のコーディネート

【協議会の取組体制】
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